
む了

支
那
地
圖
史
研
究
論
文
要
目

小
川
琢
治
、
支
那
地
国
學
の
硬
達
（
地
學
雑
誌
廿
二
泰
二
五
八
一
二

　

六
〇
胱
、
支
那
歴
史
地
理
研
究
正
集
）

王
庸
、
中
國
地
国
史
料
輯
略
（
國
立
北
軍
圖
書
館
々
刊
六
泰
五
銃
）

藤
田
元
春
、
東
洋
に
於
け
る
地
国
測
檜
の
狸
鐘
（
郷
土
科
學
第
八

　

魏
、
日
本
地
理
學
史
）

汗
支
、
先
秦
雨
漢
地
理
国
籍
考
略

　

（
支
那
刊
行
地
學
雑
誌
民
國
二

　

十
年
三
期
）

内
膝
虎
次
郎
、
買
魏
公
年
譜
（
小
川
博
士
還
暦
記
念
史
學
地
理
學
論

　

劈

榎
一
雄
、
買
耽
の
地
理
書
と
道
里
記
と
の
孵
と
に
就
い
て

　

同
補
遺
（
歴
史
學
研
究
六
巻
七
・
八
琥
）

臭
其
昌
、
宋
代
之
地
理
學
史
第
四
宋
代
之
奥
国
學
（
國
學
論
叢
一

　

倦
一
胱
）
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桂
茎
園
、
掲
蹟
圖
説
（
両
貢
牛
月
刊
三
巻
一
期
）

顧
廷
龍
、
華
夷
国
践
（
同

　

四
泰
六
期
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青
山
定
雄
、
元
代
の
地
圖
に
つ
て
い
（
東
方
學
報
東
京
第
八
冊
こ

内
灘
虎
次
郎
、
地
理
學
家
朱
思
本

　

（
薦
文
十
一
年
一
・
二
耽
、
漬
史

　

叢
録
）

王
庸
、
明
代
奥
圖
彙
考
（
岡
書
季
刊
三
春
一
・
二
期
合
刊
）

青
山
定
雄
、
明
代
の
地
圖
に
つ
い
て
（
歴
史
學
研
究
七
倦
十
一
読
）

翁
文
瀬
、
清
初
測
檜
地
圖
考
（
地
學
雑
誌
民
國
十
九
年
三
期
）

和
田
清
、
盛
京
吉
林
黒
龍
江
等
處
標
注
戦
蹟
典
圖
に
つ
い
て

　

（
満
洲
文
化
協
會
刊
同
岡
附
録
）

黒
田
源
次
、
皇
奥
仝
覧
圖
に
就
い
て
（
満
洲
史
學
一
巻
一
読
）

同
、
再
び
皇
典
仝
覧
圖
に
つ
い
て
（
同
一
巻
二
読
）

青
山
定
雄
、
古
地
誌
地
圖
等
の
調
査
（
東
方
學
報
東
京
第
五
珊
績
篇
）

　

附

　

記

　

こ
の
要
目
は
大
鼓
支
那
總
岡
を
對
象
と
し
た
論
文
の
目
録

　

で
あ
る
。
従
っ
て
世
界
圖
と
か
郡
噺
岡
都
邑
圖
と
か
に
開
す
る
も
の

　

は
省
略
し
た
。
叉
要
目
で
あ
る
か
ら
支
那
總
岡
を
對
象
と
し
た
論
文

　

と
て
も
す
べ
て
を
網
羅
し
た
譚
で
は
な
い
。
し
か
し
茲
に
褐
げ
た
論

　

文
を
見
ら
れ
Ｓ
ば
洩
ら
し
た
論
文
を
拾
出
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

　

更
に
詳
し
い
こ
と
は
此
頃
出
版
さ
れ
る
諸
種
の
文
献
目
録
に
就
い
て

　

見
ら
れ
た
い
。
殊
に
支
那
刊
行
の
弊
誌
に
見
え
る
も
の
は
「
巾
國
地

　

學
論
文
索
引
」
正
績
編
を
利
用
さ
れ
る
の
が
便
利
で
為
ら
う
。
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